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石油プラットフォーム撤去工事 (第 1報)

前田博志'.伊藤建爾….加納俊彦=書

新藤孝志●H,武石文騒=`

TiidI.天然ガス等の採取の為.海上に構築 した的逝物は初期の目的を迷げ作業を終了する均

分には,完全撤去する串にな･,ている｡ しかも,石油の採取 こ使用 したパイプ.又プラ･'ト7

,-人の聯 (一般に鋼管である)苛は.轟氏に残さないあに海底面下で切断托よ しなければな

らない｡
これは通常,尭Cによって切斬する群が多い｡

北岡には現在,この櫛のプラ･,ト7.-ムは4基b lJ.今回初めて新教県沖合で. 1基を撤

去する恥 こなった｡

米国.中近Iik等では,既に多くの実例があるが,i蛸 では勿論初めてで.我 々は.柵々基嘩

'-夷験.供似実験を認ねた末.平成 5年6月に本工事を行い.計画通 り作業を終了 したので.こ

こに柑告する｡

ql.I)は工都.実験経過の校費を報告 し.各位実験.及びそのjf巣を取 り入Ltて作 り上げた煤

衣 (鶴見.形状等).軽唖法.装萌法苛々については第2縦で報告 したい｡
1. は じめに

生産が終了 し撤去する恥 こなった石油 ゾラットフ

*-A(P/F)の コンダクターパイー/ (石油を採取す

る為のパイプ)lo奉. メインパイル (云わゆる台の脚

で.約1.3m経の鋼管)8本.スカー ト.ilル (脚を

支える為に斜めに末広が りに打ち込んでいる鋼管で同

じく1.31¶経)4本,合計22本を.約90mの海面下で

頓横によって切断 した｡全て計画通 りに招去工都を完

了 したので.蚊柏をここに報告する｡

2. 1ラ･･/トフォーム (P/F)の擬喝

撤去対敦のP/Fは,所潟東港沖約15b.水深約90m

の地点に.43mx16.5mの広さを有し.ス トラグチi･

ルノースが北西となる様に設把されている｡上部のデ

ッ=r-.キジ1-ル等は計面的にプ(,ックごとに切断,

分割 され 新 日本製鉄掬 (以後NSCと記す)所有の

1993年10月15日受理

'新日本製織蹄鉄的海洋gf英部

〒100-71架京都千代田区大手町2-6
TEL03-3242-4111

川中同化熊仰

〒737-2Ⅰ広島県安芸郁江田色町

TEL0823-44-1244
●=梯 カコ-

〒103東京都中央区日本橋本町 4-4-ll
TEL03-3279-4951

A･I_8●■AA●■aa ヘIJ)ブタ-

TT●山I-...fb
TJtd亡JI甲 t,MV 一一TI

t-ナ ●LJ J.:" ,: ,1E:rJ.
｢

9 日 SeAl●vtL

&1=■
-F'77-cBNILAdty.I.Atl■y T ケ サ ー Jeく一

.ts'FRqi fhp.i y.印

譜 毛 .T.3 ;A

I..: 弘 もdパ

イーTHea

Fig.1 Sch



Fig.2 2500TcraJleVessel■Kuroshio''
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●4重曹4 strings ofcasing怠

塵管3 str'ings orcasingFjg･3 ArTangementOEconductorCasings

込 まれた｡ 17'pッタの亜丘は70t～920t.

そ して残ったジャケッ

ト部を撤去 (ここで尭碇を活用) し,その地点から約10h潜

れた水探80mの地点に沈設 し,漁礁として生まれ変わる｡

3 爆破対象物の耗元3.1 コンダクターパイプ

3.I.I 8 &コンダクターパイプ全10本の内,6本は 9̀-13-- 20

'-30~径栴成の4蛮骨

で.他の 4本は9■径を除 く3亜℡ となってお り.コンダクターJiイブ

及びケーシング間は全てセ ノ'/ティン〆されている｡その配

既状況はFig.3の通 りである｡3.I.2 諸 元

撤去長は.p'7-チ.,辛 (EL+17.4TTI

)上約0.3mの要 り出 しから海味面 (EL-90.0m)下5.Otz)以梓の間｡従って,計

画上はEL+18.OTnからEL-95.0mの公 称 珪 外 径 厚 さ 材 質 絶 島 降 伏 点

引輩感度30■ 30̀ 0.750- ASTMA36 234.3lb/ft 36ks

i 58ksi20■ 20- 0.500- APISA-J55 106.51b/ft

55ksi 75ksi13' 13.375■ 0.480一 API5A-



間の113mとふなす｡

従って放血は次のようになる｡

碑位放免 稔 亜 且 故 地

絶 虚 底4砿 管 I.293t/m 146.It/i 6本

876.7t3蛮 骨 I.165t/m 131.6t/

本 4本 526.6t合 計 lo奉 1403.3t

3.2 パ イ ル3.2.1 構 成術造物支持

用のJlイルは.Jインパイル8本.及びスカートパ

イル4本{･構成され.ジ十ケ･/トトップEL+6.5mの配匠はFig.

4の様になっている｡3.2.2 托元切断位圧は.

海底面 (EL-90.0m)下 5m以上の深さの所.との要求に従い,EL-95tn軽度で切

斬す; ･･

･･ELL+)色.hlノインパイ ル ◎O n&irLp

iles●8kirt pilesO area

of conductor casingsFig.4 ArTangementOEpile

s外 径 厚 さ 材 質 降 伏 点 引破載庇Jインパイル樹 54■ 2.

00- ASTMA572Gr50 50ksi 15ksi〟 0 5

4- 1.75■ ASTMA572Gr42 42ksi 60ksiスカートパイル馴 54' 1.75- ASTMA572Gr5

0 42ksi 60ksiるものとして計画し

た｡4. 確認典故から本=市道の経持この工gfを

NSC鉄栴海洋事業部の下.行う群になったが.掬カコ-h't今迄行

った工部としては.荒川橋のパイプ.1300En任

.厚さ20pz).水深20mを水のない状態にして.約40

本切斬した実孤があるが.今回の様な水深約95mで.,(イブ肉厚50mを切断する水中発破

という条件では末だ雫故がなかった｡そこで,N

SCと炎に予僻襲故を行F)碑に した｡これと併行して

.NSCが入手したJキシコ再等世界各地で多くの額故を有する米国の有力

工申会社の報告や.用具カタ.'〆苛の幣科を参考にし

.どの様な問題等があるかを検肘した｡米国では

.コ'/〆クターパイプ.パイル共にパルクチャ-ジで行

っている安鏡が多く,我々もそれに基づいて.,:ルクチャ-ジで小乗

敦を行った｡又壌矧 土,壌速が8000-9000tnJsのRDX.PETN主体のものが使 用されている邸から,

我々は現在使用可能な最高性能をrblする噸薬として.

オクトール (HMX70:TNT30)を使用する恥 こした｡小乗

敦で使用したパイプは.,(イル用として,STPG4508×12.

7厚,コン1ククーバイ-/用としては.≠355.6×1).

1臥 ≠216.3x8.2呼.?114.3x6臥 爆薬且の設定は.L=C

xA (切噺面柄)を泰称 こして

,爆薬サイズを¢9tbn

X600亡血.5.11喝〟 ×40

0皿.3.75kg ----- コンダクタ一周卯70m (外径).35

SE由(内径)×50n坪の')-/グ状,4.9kg - -･････ ･･-･.パイル用

に作り上記式のCの確認も併せて行った｡小実験では,

完全に破断出来た｡このデータに基き,更に実物 こ近い物で

英故を行.･'た｡但し水中では出来ないので.地上に約

3d)の穴を掘 り水を祭って行った｡実験縫取土.コl/ダクダー,(イ



Photo1 SmdIexperimentinthelaboratoryPhoto2 ExpenmentoEsevenng

conductorcaslngで.他は影野なく

,全然切断されずに終った｡この総菜を.iまえ,バルクチャージでは無理があり,

今後シェープtlチャ-ジで行う方針を決めた｡シェープドチャージの条件として.

(D水中スタ./Fォ7.180EZaで50ロロ

呼のパイプが切断出来るgF◎水深100tnの水圧に耐えられる構

造{･ある事③魚介軌 こ大きな影野を与えない為に萌丑を50kg軽度

に抑える辞と方針を決めた｡先づシェープトチ十一

･)の轟筒を作るに当り.どれだけの皮放免が得ら

れるかなライナー材料として.窮,秩.アル ミの3唖朝で実

験を行った｡結果として,Cu>Fe>Alの蛾で有効

であった｡これによりライナー相帯としては網を使用するgf

にした｡しかし吸殻丘として.180Enまで適して

なかったので.再度銅の肉厚.形状を考え小実験を血ねた｡

その結果水中のスタt/ドオフ180皿.鉄板60m呼を

切断する邸が可能となった｡ここで再度乗物に近いJtイ

ブを使用し.熊襲を行った｡しかしその結果,スタl/ド

オフが0-120mまでは切断出来たが (部分的には150mまで).それ以上の所は Photo

3 ExperimentoEseyermgpile.failu

rePhoto4 ExpenJTLentOfseverLngPi

le.failure切断出来なかった｡この結果

に茶き次のホ功を検討する都にした｡①ブースター部の

改造銃験 (形状.垂皿等)②飼パイプ型ライナーの検

討.実験◎その

後.NSCより噸串全体な.50dn大きくしてもよいとの軽

重があり.その為.スタンドオフが130血道小さくする萌が出来る様になり.条件

が大敵 こ損和された｡伝)薬稀を,{イル内でセ

ンター)I/〆させるgtが出来れば.水中スタンドオフが65EEnになり.十分余裕を

持って切断出来る群になる｡これらの状況を

考麻して.小額故を3回行った橡.車検による実故を2回行ったh'

(,何れも全面に民 ってジェッ

トによる切断が確耽出来た｡この実験に巻

き.木工都の申恥 こ取りかかった｡①火工晶をどの様

にセットするか (深さ.センタリングの閉



Photo5 ExpenmentoEseveriTIgpile.EdtmPhoto8 Severingbustingforco

ndtJCtOrCaSIngS⑤電気発破の

為.恥 二村する安全対取⑥そ の 他以上の点

をlつづつクリアーしながら関係各所と打ち合わせ施工

顔鎖を作成し,木工群に入った｡允砥施工部隊が現場に到着した時は.上部デ･

/辛.モ･ji-ル苛は全て撤去され何時でも蒐感

作菜にかかれる状態であった｡発破はまずコンダク

ターJtイブから始められた｡発破のサイクルは.朝6時火

薬dl出発,北港8時乱 8時30分飴約人,10時現場

乱 取扱所に仮放き,火薬頬をIt:ット｡七･1トには4-5時間掛かり



法を採.?た).頚筒を七･/クー)ン〆する為の付常鵜匠. もし再碇同様な作弟があれは.大いにia･FI=_たい｡
苛 億々掃摘め迄に大変なェネルギーを骨した｡ 我々筆者の也,協力を柑た多くの方々に末諏tE7)'Lら

作業を無邸終了してみると.1大分過剖晶質の物を使 紙上を借 りお礼を申し上げます｡

用したとも.Li).われるが.初回でもあり.や り醗しの効 又前記契『乱 最終使用火我執 こついては.次f3･で細

かない工辞と考えると.当然であったと懸っている｡ 部を報告したいと思っています｡

今橡の為の技術苔抗として.大変欺嘘な串であり.

Pileandconductorcuttingwithexplosivesforoildrillingplatform remova一at

offshoreNiigataPrefecture,Japan.(I)

byHiroshiMAEDÀ .KenjHTO●暮,ToshihikoKANOH'

TakashiSHINDO'叫,FuminobuTAKEISHI+++

TheplatformconsistsoEeightsteellegpiles.fotlrSteelskirtpilesandtencemented

multicasiJlgStrings.

ThesepilesandcasingshavetocutatadepthoL5metersbelowtheseabedwhereare

uJlder90metersEromthesealevel.

Theselegpilesaretwosi去esOf50,50.5,incl一eSIDby54inchesOD,Skirtpilesare50.5

inchesTDby54inchesOD,conductorcasingseonsisitoEthreeandfourstringsoEcasing

whicllare30.20.13,(9)inchesODby0.75,0.5.0.48,(0.75)inchesthicknessrespec･

Livelyandfurthermore,theroombetweenthecasingarefilledwithcementmortar･

WecarriedouttheseseveringworksbyblastingperEectlyonschedulewithoutany

trouble,usingtheshapedchasesofOctolwith centralisingsystemfortheIegandskirt

pilessevenng.ontheotherhandcollisionchargeswereusedforconductorcaslngSSeVer･

ingbymeansoEsimultaJ)eOuSfiringofspecialdetonatingfu se･
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